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q朝糊に廠潜で,分散の勘 抑こなるとよほど修正され
で氷る標であるO比の様な偏りは分散貼りについても

同様に見られる○
Ⅴ 繰 括

1)2化塀虫姉2化期の幼虫は押化すると,その大部

分のものは卵の産み付けられていた聾にかたずって喰

い入L),その后およそ 2O日間は他の丑に移動するこ

となく,その楽の内できた措する0,

2化娯虫幼虫は押化后 20日日頃より,移動を開始

し,30口前后に東も盛んに移動する｡幼虫の移動は

.35日吸に一時少くなるが其後再び盛んになり,50日

日以後は時に盛んに移動する様である0

2)LLj澄よLI他の準え移動を始めるのは,rlらの食事

によって丑の操癖すること及び幼虫自身の生育との:1

つが劫機となる様であるoLかし移動の間 に放ける

盛んな移動は饗の放線 こよるよらもも しろ桁の生育に

よりで多くの輩が食物として好適でなくなってゆくこ

とが,重要な原凶である様に思われるo

L3)幼虫,被笥亀 有虫婆の鹿絡分布距離は,放大は

全て ユ00cm,平均は各々 37.7,33.丸 38.9cmであ

って;布山輩で一社当りの幼虫数の多いものは樹株泣

くに多く,虫の居ない牧瀬壁も叉僧株披くに多い勧絢
がある｡

4)乳化妖虫幼虫は母株より四方え放散的に分散して
行くとは限らず,偏った分散を託すことも多いOこれ

は増発が卜柑株内に生じた4順 によって定まり,それ

が中火に出来れば比較的対称的に,又母株の端には来
れば糞んだ分散の撃を示すので粍ないかと考えられる｡

5)'a化摂虫幼虫の蛍榊 軌 跡 こそれの:鞘帥 もの

か,ユ卵塊よE)9酎ヒする幼虫数の多少,舶 ヒ糊の糖の

生育についての遅速によって強く支配される様に憩わ

れ,そのために幼虫の希時期に於ける生存率を確定す

ることが四来なかったが, 10E相 の80'06浅Ej60日
田の30%まで∴ほぼ奴則的に減少する標であるO
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8.DDT液剤中の p,p′-DDT の定量について (DDT の定量に関する研免 弟 女報)
沢田昌之 ･高野武史助 ･大LIJ稔 (京都大学化学研究所武原研究鼓)弧 2.28受理

我利息さきにD工)T原未申の有効成分p,p′-DpT

の含有敦を股塩酸反舟に依って定盤す恵方触 発盈L 酸場数授妃輝く御礼取上げるQ倍率耐寒郎 党帝
た-)中英後引続いTeDDT各様数式弼Ⅰのp,p ′-DT)T '離 し学研究栗に依った雄緋 撒 する｡

鱒

茶駅東を符ふに当｣11終始御懇切な御欄醇TL･賜った



の追箆に本震._lihllJ壬を池Jlけ 各卸ゼミを腫討中であったが
このうち r)DT"FI)剤の場合は軍に■ソツJJ/スレ-柵Li

熱 こよ{)盛 T)PT のか テル刷 掩打った稜本位漁

法を壇mする敬 二伐って1ヨ的が遷せられるO髄にDnT

液剤 (石洲幣液)の場合について研究中で あっ たがヽ
かnitromethal】eに伐って金 DD.rLlを軸はした筏水位

鹿性を適用川来る事を知ったO
元来DDTはその製是条件に伐って有効成分p,p′-

DDT の含有蕊 が異 ()従ってその殺虫動月沌 舶って
来るわけで全 DDT の含有濃の定蕊のみでは不十分

であるOそれ蚊p,p′-DDTをJjだ潰するか叉は脚勿試
験を行ふ城潜があるわけであるop,p'-DDrllの定濃

'に関しては節米の場合について(射屯々 な方法が提案さ

れて綴 り {我々も弥前報に茄した様な比蜘 勺原罪な'jI.
淡を発衣 したが,輩転製剤の場合は可成'')因難で La

clairが乳3gJT製剤について亜案してJiT].･る程蛇であ
るご)oLaClairの鍵策した DDT滴剤中の p,p′-

y)DT の態教法は急速に鰯 軋 ながら 25もこご脱蝉聴

な札 ;,方法であるが,佃十分な方法とは云ひ難いo我
利忠在来の方状と全く典j),光づ.llitr(mlethaneを川

ひて連続軸比掛 こよlj石油中の全T)7_Trを抽出したり

ち IM-tr()methanもを耐去Lnlethanolで-党墓とし

たのち前燕に,1.･した方法を適Tljしてp,p′-TjnTの含

有濃を測道LD解る事抽 nった｡,
さきに nitr｡mcthaneは partiti(}nchr｡1-m tt･L

grapllyの immobilesolve一紙 として班川副L3)n-
hexarleに極めて比かLか翻 li･せず-服にT髄索牌剤

に対する翻 申鹿が慮めで掛 ､｡然 も-方磁々の有線化

食物を可成FJよく醐 峯する蝉 式を有して尉るO我利 と

nitromethal旭 のこの性質に着日してDI)T液剤中
から全 DDT の抽出を試みた所極めて有望な覇を知

った｡Fleck鵠4)は容櫨の石油に対するp'p′-DPT
及び J)DT研究の30㌔ 20㌔ 00尊に放ける溶解度
･を恥 己して居るが Ⅰ-it.r{'metha鴫 に対する冊揮度に

関する文献は全く見当らないので光づ種鬼の泥渡に放

けるnitromethaneに月するp,p′-DDT及びO,p′-

DIJTの蒋解皮を測定 し (姉ユ衰)wTJ撃墜鵬 僚求め
尭例解1図に剥 一柳 こなった｡これに依 り O.p′-DDT

はp,p'-I)JjTの2倍前後の溶解度を示す覇柑 )がlj

準々の用ひた述杭抽出績め抽出仲村の行ほれる部分の

鹿壁は55コ前徴となるから可成 t)よく潜出されるもの･

と考えられる｡

-方 Fleck等に依ると｡一茶紬の存弦がアルカリに
伐る耽拡駿仲川を幼封すると云潜 もセ尉 るが nitrO-

methancの循環的Ⅲに依って資料 的こ粋人する不冊
は極めて少塩であワてこrJ･瀧 既の榊 11ではその後に祥

ふ methanolic-1くOH に依る脱鱗酸作仙二何尊影醤
をも及ぼさない都を知った｡

鶴

節 1(i忠敬L

葦に nitl･OmCthanc の姉川JH酢剤として考慮せね

はなら吸血忠ユ)比貫が 1よ()も大きい部(Ill-30).

軍)沸点が1°2Qで可成 E/)掛 ､恥 であるO静 軌蛸‡2軌

来るO後瀬に関しては抽格別が目せねはならず叉Tjr)T

の執 こ伐る分帽を考慮せねばならないO然しT)r)Tは

金尻等の触媒作用がなけ川jiTiZOO⊃附妃の商況になら

なければ分解は起らぬとまはれるからr･)抽浴 1約0以

i:で nitr｡methaheを沸騰循魂･1-しめても nmlの

分解は全 く起らぬものと考えてよいO

封 じの様な串策から p,p′-nT)rll5,g銅鐸耶こらいて

姉'2図の様な連絡Il岨蘭 龍をnjひ nitr(mlethane講

乳上界部を充分保･tlI.tiLながら抽出時間を変えてそ0:抽

榔Lを態を鶴察した祈140-1450で6時間以上行えば全
部抽Llほ れる躯がわかった｡ O,p′-nDT は 1),i) ′ -

T)lyrよ()̀もnit'r(,mcthalleに易溶であるから実際

DT)T悦米を用ひて作られた5%滴剤の場倉上瑚f雌
療件で十か ごある｡

款に上述の卿 悦 はこれ病 臥 l卿 卜で p,1)′･-Dr)T

と･,,p′-I)∫)Tと璃屯晶鳴禽に依る iTi%TmT液剤につ

いて珊 13を11-･ひ前報で示した脱蟻酸法に依 り p,pノー
nT)'rを淀蔑した断編めてri好な結光を悶た｡
敬にEl木及び米国各会軸 こ於で製造せられた数沌q)
DlつTrl禍ミ勺Ll%液剤を作つ士､nitrorncthane･抽Lii

後耽塩酸法に伐って p,p′-1)DT をIjff蕊したO-方

舟原鉱耳砥横間報で前した晩蟻酸法 に依 り p,p′-
rmTを淀慈し,これよE)求めた行%液剤Fr-1のp,p′-

nDT倉並 と比較した断髄めて満足すべき綾乃独得本
才郎月瀧が極めて長打である軍を示して居る.棉参考超

に附 三省公党決のデータもイ嘩己したがその僻はp,p′-,

I)DTの含有蕊と平行的でない事がわかるO

実 喝

本実験に種別した試料は次cl､様なものであるo

p,pJ-I)DT: mplO7･0-1107I･tqO(1まnCOr･)

O,p′-DDT; mp 7.3･5-7i･,OQ〔uncor.)

nitrolnethane:1)p9S-10L'o(化研蛮晶工莱製品)

前 的 :此認 0･805(lュo)で次の様な沸点
釦成を有うーo

IG5-ユood,30.Oia/;100-2150,

30.2,Qb;21[)～2403,24.3,00/;240ノ
-27O9,12･5% ;窮洗物2.()90'

脱塊根定数冊拭燕間は軍報に京したものと全く同

種である｡

Ⅰ)DT原末 :日本及び米国救靴の製晶*

l･nitromethalleに封するp,pf一及びO,p′-DDT
の溶解姥

虫0･ユOの確閏で調節 しうる･hn鮒葡液相を用ひ 10O

司これ等の滞寮を御舟組下さった奪軒の御摩闇に
開謝致 し零す 常
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柳こl).PJ-DDT及びO'pJ-Jjn'11のnitrometllane

l'新路 濯ILvIJドL)この中から追撃蒐J:r秤墓跡 ことって秤

蒐し溶媒Jk+分追ったのち飼爆弾質を押漁する｡各温

姥について2-3剛 帽三して得た穐梨の平均肺患帯ユ
衣の通りであ[),これを幣佃的甑として図示すれば輩

ユ図の櫛 こな恵o

Tahlel･･S｡lubilitvofp〉p′-,ar]do]p′-DDT
inNitJ･Omethane

(GramperlODgr打nl()fsolution)

temp.,OC1 p,p'-DDT fo,p′-DDT

Fig.1.Suluhility Curresofp,p′-,and
(･,p′-DDTinNitromethane.
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ー2,石油の脱塩碑作用に及ぼす影響

アルカリに依串瀧艦髄庶応の際に布抽が との作用を.
助督すると敦ほれてIE-:-る｡本FR蕊状の場合祈油は T か

tromethar]e,に離溶であるが履く少澄乃鞘 内の溶出は

免れないoFJこで p,p′-I)DTO･1g･恕 methan(ll

18ccに寺櫛押せL.めでおきこrnr枇 転々の藷の用旭
酌 171以後前報に京した様な'7)7)･r原未定教法の場

触 全く剛 弛 鵜沼三を施して p,13,-Dl) Tをtjだ凱 長O
そ明 治某上の条件の場合 0.4cc超の前章伽忠党敦に何

等の醇額を及ぼさない革む知ったO発酵極 悪の場合

は旗に群雄する様に脱塩酸作用の際に措0･2g･以下
の前職しか存AALないから何等榊 経ないO
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3･抽出賛髭と測定方講

抽川渡櫨として我利忠節2町に流す様な硝子製の袈

47_
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厩を用ひたO (A)は球形冷却於,(B)(州曲;11%,(C)

は剰 詮で棚引寸.100cc.メス-/'37.コでその榔-fi.抽il

u琳甑忠ゴム酢ご閉じICおく0

i,1t-1旗は大婆攻の粗にしてJl].･ふ く以下一一F･広5タ/o'T)DT

的剤の噛翻こついて記述する)O光づ (fi)に (C)を

附しておいて約40ccの nitrometha11Cを (Ii)に入

れておき攻に DDT液剤 4Oct:なピペットにてnit･

romcthaneのL部 こ加える｡攻に (A)別けして(C)

を14Oコ備後に加熱した油沿中に麗し (我利ま土loの

昭電･捌脚l綱 箆をⅢひた),rliir'mlethltneが沸購循現

し始めてからJJ三部離日(ti-軸雛1円)漬続Itrllr出な行ふo
こ,7-)際 nitmmethane莱臥し界馳急発/Jyl糊馴 lる箱
が肝嬰であるO

的Tiはミ終れば (C)を約弥よL)上げて放冷後 (B)lh

の液を全部 ユOt)cc"一分液齢 トに移し,TP (｡itro-

mcth抑CP)杏 (C)rrlに分取し更に r)-ユ0ccの

nitromethanc で (B) を批准闇 市の分液確斗に 移

し不制 射光‡脚音nitron郎 -a¶elJを(C)巾に脚 立す

ち.)攻に (C)の槻菅のコVム蕊な外してt)-ピッヒ冷

榔掛こ辿治し,上の口には確軸管を附し,軽い減圧で
亨裾≠沖 で加熟し,給湿 1209附近迄でnit】I()lnethmュe
全都を潜去する｡弼溜物は-応押施したのでJmetlrtt-

nolで和釈して lOnc七とするDこのものを十分拭過

しでその中からピぺツ1､で 5°C紹 200cc三角-/ラ
&
スコに収り(2-3'J-)熱こ夫々 ユ3ccの metharl(､1

を加えで駄kJL肝 の怖温脚こ20-40分聞入れ内容

液を400に加過しておくO-方こtJLも亭め′400に洲 概
しておいた 1Nmethanoli..a-Iく01-I2ccをピペット

で素一手1-く前視 methanol借液に加えてよく振りまぜ

栓をL跡こ元の党敬神中に入れるQアルカリを加へ結
ってから正鵬に40分間政略させたのち62ccの水と5

ccの2NHN03の混液を加-て反応を中止し以後前

掛こ示したと同株転 Volhard法に依って酬 極楽を

泣覚する｡N/10KSCN叉は Nl-14SCN溶液の滑

教故を IICCとすれば浦報に京した2式よ()5タo/DDT

液剤 ユ00cc中の p,p'-DDTの蕊Ⅹgほ次の式から,

求められる｡

4:抽出時間の影響

本位蛍決に放ける湘出操作は捉姥をJjBにすれば-

忘却串間で堂 DDT が抽旺ほれ,やれ以上時間をかけ

る必婆なく却って用 蝕め溶組蛍を瑚 目して誤差の原因
となる｡ 地

我々は p,p′-DDT の5%深動について袖跡朝田

を密えで p,p′-DDTの納出盛を党致した軌 範3衣

僻

に示す様になL),大仰6時間で金p,i-′-DDTのi棚p/

以1二が州とほれ,石油戸には殆ど矧田しない覇を知っ
たOこの帥脚封視と抽出嵐の関涼を図示すれば第三咽

の榔こなるO以下-蚊のtjj三起こは7乃至8時間制闇
作を行ふ輔とした｡

TalJle3.1nfluence｡fTiJmeinF.xtra c t i o n
(I,3,00'p,I-′-TjnTspray)kcrosellediこssolvedil)tO

ClfRNOゎ%

1).!J

rl.6
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7.0

i
Fig.3,1ミelationbetweenExtraction町ime
andp,p′-DDTF()und (5,0/o'p.p′-
r)I)Tspray)
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5･ギ･PJ-DDLT及びO,pI-DDT純晶混合液剤Z)定量
DnT原未申の猿も貴賓な成分であるp,p′-Dr)T

及び､0,p′-DnTの純晶をJi朝倉で混合した 4種

新の5%DI)rr液剤を調製し,之等のものにづいて前

述の鮎記方法で p,p'-DDT の含宥蓋を定温した桝
窮4衣に武す樺な庸粟を得た｡構参肇として厚生省公

党の DDT 埴剤還漁法の値を僻 己LLた｡又拙旧跡,Tf

紬J'-桝こ DT)T が域仔するか否かを知る蝕こ,耶 山

へて 30分間煮沸後柿硝酸で中和した後 Volhard携
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て磯部塩素を淀:-FuAL域存 DDT 含有量を調べたが何 矧 こ2,3問題となる点を考察して見よう｡

れも殆ど存荏しない事が判明したo (ユ)1-iEromcthancに伐る甜 】の閑Uについてb

Tahlc4･Jjcterminationofp,p'-DDr1-in5,qtDJ]TSpraysConsistedoLPurePIP,-I
alldo,p′-DDT

6.席末慣用5%液剤Z)定量

配に究襟の液剤について試験する篤予め前報に元TJ.･し

た方法で lつ,P′-DDTの合有蕊をL/Jg放した各社製造の

I)nT院求 軸 を̀前YEJlに溶邪せしめて1.00ccとして

5,po/T)r)T洗剤を作E),このものの p,p′-DDTを

光の範4:肝ご茄した忍造方法で p,p'-ljDTの含有濃

を窟塩したO未定丑の紬井さは第5表に武す漁りである0

本表靖2列胡 珠 中の p',p′-DI)T合有壇であって第
3列は夫々のTE,P.;末を用ひて5%Dr)T液剤を作った時

節2列の樽から計罪して得たp,pJ-DDTの迦浦上の

禽有塩であるO 約 5列は水運濃淡に伐って得られた

p,pJ-DDT の含有是であるO更もキ第6列は柵出産i石

油ユOccを N/10methanolic-KOr125ccと背馳し

て得た拭潤DDTの,0,0'であるO箱7列は受器の niト

TOmethane 中に溶出した石油の%であり,雑8列は

夫々の5形DDT液剤の厚生省公党法に依る定豊臆せ

ある｡

nitrometllaneの石油に対するヂ獅暇 は髄めで小甘
あるが,舘蛙少な愉碑乃執 ま磯伽 的 移寵に倣って惣

酬 1に少数の用 地湖 上ほれて来る｡このmlJlの数は

blanktestの癌合 40ccの石油よ()2.34Lg(5,9,%')

であったが,星に 1-,1)′一工血 TとO,p′-DDT の汲計

物及び離 ヒ原未使用の5%液郷だ鼓の噛合には帯 4,6

式に計習熟こ6･7/0,0'-9･2,00/BTJも.I40cc初 潮瀞液
から2･7-3･7gのTlJが配 りされて摺るQ価堀酸反応

の襟には-担忙 その20分の ユが布田 -るわか ごある

から(魚体を エ00ccとしてその中から 5ccを縞 か

ら)その*には 0･ユ-0･才B･.の不離 が混在ずるわけ

であるO舞晩の部範2軍持戒した排にこの際淀め石軌

では生酎 -1ethanolに榊 叶 聖域 銅 ,p′LDDT
の濯盤に何等の影響をも及ぼさないO

(2)Lnit∫omethaneに依る Dm の棚娃帖ついで.

発想の部約4軸 ､ら p,pr-DDT5%液剤の場合は

ユ40-450,6時間以上で完全に軸はされる覇を知つ

Table5lDelterminatitm ofplpJ-Dr)T in6% Technical工)DT･Sprays
plp'-I)DT
intechnical
r)nT,,DLl

t上IeOretical
pIP'-I)nT
i一l5%DDT
spray,%

conditiわnof

ex1.･ra ction

著 療

場との球にして5% mコT 液剤の場合は可成り正

糠にp,p′-1)I)Tが濯塵出来るわけであるが,他の洩

既の場合も適当に操作を変える静に依って本安濃を適

用出来る｡

: .i.I..':,I:',a.:r:点圭 ｢ ...
kero sene
dissollfCd

into CH 3-
N O 1,,形

oDfPirfila'ly
m ethod , 形

たが原末の場合豊薮時春物 O,p:-JjDT は nit'r0-

metlianeにp',p'通DTのL望簡さ行按癖解し易く(実験

の甑 鮮 1項)その他の共存物は趣 く少監であるか

らDDT節末の場合もこの条件で十分と考えられる｡

葡抽旧が余 F)長藤聞:･亡過ぎると山部分解のおそれもあ
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L)叉石冊が動こ愛称 恒こ溶Llほれて氷るから埋ましく
ないoI,'15州沼の際 nitmmcthiLnC基盛上神主15を十分

仰瀧する雄が油出場挙に可成lj駅桐-るO･
3･鮮魚省公道法と本荘速決との比校O

我々の血架 かるう邑迫鶴丸),p/-Dr)TとO,p′-nDT

の鈍品況合物IEi'=伐るる57,0'DDT濯剤の場創部舶Lも

‡1三概に p,p′-DDT の倉石鬼をLJLi･_竃でき,弧こ各批

製造の DT)rll悦末に依つ'･て5,% DDT液剤を作った
場合は予め駐粗こついて前報に,T.･した方法で岩窟して

肇た l),p′-DDT の/ob'を5/ot液剤に故買l:して得た

p,p′-DDT の含有忠と実際に液剤よEjhlE山道放して

鯛たp,p'-DDT含有鬼とは可成りよく-一致して尉る｡

対向直訳みの鞘江岬1には何れも殆ど.∫)DT が拭榊せ

ず上述の条件で完全に抑出されてt,i.r･る姉がわかるOこ

れに反し之等の液剤を揮3f三省公起法で道蔑した結果は

有効成分p,p'-DDTの合意を流さない声かL)でなく

淀蔑措そのものも小党せず 卜分な'JB蒐法とは考へられ

ないL,

4･nitrL,mCthaneの使njについてQ

nitr()methaneは我国に於では常細は惜別であるが

沸点が酬こ高い矧こ1恒ゆglllirBこよる損;Jkは5-ユOcc

に過ぎず剛史nitromethaneはユ恒1描溜したのち掠
過し位用tL.i東る.0

5･才晒 裁.Elに?いてO
抽JJj袈聡は更に小型のものが使用出来ると考へられ

現在液剤 ユOcc依田の小型全摺合粕山裾を拭月沖 でこ
れならば鑑にヨ伽別報 Jを短縮出来ると恩ふ ｡
6.誤差強打8｡

5% DDT 綬剤の場合衆′逆盈法に伐る誤差は慣れ

れば串0･15,%以刊こす三滴右がLH来る｡

軸こ家定遊園こ放ける虫な洗意寄瑚 な嫡紀する｡

1..抽出装置全体三日･分乾燥したものを用ひ,:'事O

乱Lllitrolmthanc中に halogenを有しない雄0

3.nitroI}1紺lane基紙上外部のt粥鮎こ換意する覇 O,

4.試料操舵の噂に愈齢粉等が混入せぬ球にする姉O

5･温度は常に ユ509以上に上昇む瑚私こす綱 車0
6.7脱堀惟反応の栂の降蕊は閑静)に'7..-した祷意覇孝豆
妻糾kiの事O

締 ㌦括

工)i:JT旅凱(我々は.5,%'のみを根扱った)中のp,pJ-

r)DTのJJlif放牧として石油*の全DbT華nitl･叩 etll-
drlC用ひで140-4;-JO の的洛中で加熟し,6時間以

上を賓して油滴油闇したのも nltrOlnetj,allCを溜義
信上れ疫 lTICt･han''lを加へて十定義としたのち乃DT

として O･1gに棚等するだけの拭料をこめ中よE)とE3

出し前批 放した取麟雛 沌砥用して p,,p'-T3PTな
党費するO轟淡に楳れば p,p′-DnT とO,p′一DT汀

50

の純晶況骨によるDD'11旅軌 各就製法臨たNこよる′

Dr)T液剤に適用して長打な鮎粟を閏たo
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R転unld

鞄inourpreviouspaper〔this〕ourn;Ll14,鮎

(1岬 )〕,ithsbeenreportedthatthecontent

ofp,pノーDDTintechnical】つDTisdetermined
l)vthedehvdr｡chl()rinationreactioninnletha-

nolic‡)otassillh hydr()Ⅹidcsolllti()n･ Inthis

pal)eramethodisdeserided∫()rthedetermi-

nationofp,pl←DDTinDT)Tspra'5r･
scvcm1methodshn･cbeellProposedfoJ;the

determinationofp,p′-nDTil一teChrlicalDDT,
butthesemethod.s arcnotapplicabledirectly
tく-Dr)T叩ray･LaClairhasofferedthelnethod

todctel･m王pethecontentofpIpI-DDTinDDT

spray1)yrapidstirrillgdtlrihgdehydrochlori-

1lationreaction,buttllismethodisnotsuffi-
cICnt.

Nitr(Jmethalleisllardlvsolublein kerosene,

butc.TLndissolveeffectivelyvariouskindsof

or糾niccompounds.S()thesolubilitiesofp,p'-
DDT and o,p′-nDrr jnnitromethane wcrc

ヽ

meas､lredatvarioilStemperatures(Table1a壷

Fig.1).FrollltheseTeSllltsitwas二Foundthat

totalDDTinDDTspmyc<TtnheextJ･aCtedin

nitromethalle.

Thcdeterllllnationofp,p′-I)DTin5/oD/Dr)T

spray WasPeTLornled underthe 二だollowing

procedllrC,llSingtllCelrtmetivcapparatl】SaS
shownir]Fj常･2.InFi苗●.2, (A)isc()oler'

hasIlSidetubeandisgraduatedtolOOcc.4t

∫lrst,thesidetllheis.qeaユedandalJout40cc

ofnitTOlnethalleisplacqdinextractorandt如n

如 ceof5% I)DTspra.yisa｡ldedonthcnL的 -

nlethanebypipet.Theco(}lerisfixeda去ldth8p
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thereceiverisheated'inaoilhathat140-4T'?,
andiskeptatthistemperatllreforal)｡tlt7

to.qhotlrS. Afterthisextユ̀action thest)11卜

timュil-eXtmCt｡一･istransfered toseparating

funnelandthenitr()methaneiaveris.qepIVatCd

to､thcreceiycr,･TlndafterlyaShingtheextrElC-

toran-dthenkerosenelayerin.Separatingか111nCI

withsmallamoutofnitrornethanc(5-10ぐC),
thi,qnitromethancisalsoaddedtothercceilYer.

Theside tut)e()ireceiverisopened,fixedto

r,ieT)iA･'scooIcT,arldthen71LitrcrmethanciTITト

ceiveris distil】cd off stlfLicierltly tlnCler

代ducCdpressureAfterwcigllillgtheresiduum,it

jsdillltedjusttolOJccwithmethanol.Aftt'r

shakillgWCllthisreceiver,_each.rr)ecuftrhis

solutionistransferedl)ypipctt()ErlermlCyC)･'s

flaskand(…ilutedwith13ccofmethan(ll.13Llth

tlliss()luti(m alld 1N mctha‡】(llicpotassium

llydrt)Hidesolutionare ､Ⅴ<lrmed at40)in a

thermostat.Thenaddin.q･2ccoflatterSt.Tlndal･d

soluti(川tOformerI)vmeans()i1)ipet,theTnix-

tu]･cisshakedweAlla-1dreplAcedinthetller-

mOst'Tttinwhichtempemt111･Cisco地･Olledat

･tlJ土lo･After40minutesexactly,thereactioi1

is.Stoppedhytheadditionofznixt17rCofl)cc

TIつEcontentoffreeclllorineinthis solutiori

istitratedhyVolhardpJ･ocedureshr如ninpre-

viollSPaper.

IL-CaseOfL5% DDTspray)pe】･centofp,p′ -

Tmrlliscalct71ated′frornthefollowillgeql,la-
tiol〕: _

PerCentofp,p′-DDT-

×177.3-133..F:)
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wherell壬･qcco∫N/叩 thiocyana,tc.qolllfìm.
DtlrillgCXとracti011.smnll･amolmtOfkcTO.qCne

Pistran純 ュ-cdil一rCCei＼,tlrI)ynitr(-1nCtllanC,1袖t

onlyO･lto【).2g ofkcl.OSe】lCiscone.Tlincf1才n

ea｡1-titratingflask,.qosl】ぐhamotuユtdocsn()t

;lfftさCtOnthedehvdrf)chlorinationreat･土ihn ど15

LqhowrlillTat)le2. 1ミelationbchveencRtrae卜

i(川 mteandtimeofr,% rp,p'-DJ)Tspmyat

140-46o issho.wnin松山le3al-a FigHl.So

itisnecesLqarytOCOn血uetileeXtraeLti(m for

nl(-rethal16hoursatt】-istcmt､C柳 しけだ.

ThusthecolltentS()ip,p′-1_)DTinEi/I,o'ke1,0-A

sene soltltiollPreユ〕aJ.Cdhy mixtllreSOfpure

p,p/-DDTanda,p′-DI)TwcrcdetcJ･mirledur](ler

theabov仁王COnditio11,alldtheresultsareshtlWn

iTHltll,lc4･_Woreot･cr,i-olltC一触 ｡fp,p′-DOT

ir15/oo'Ⅰ)DTsprayspreparedhyscvcrali,cchni｡al

Dr)㍗werealsodetcrmilledI)yOULILPr(】CCdu1-C･

ITITall1e5,thevillucsofthesecondc(1111mnare

ttleC(,ntentSOfp,p'-DDTintechl加aliDT)T

†)vthemcth()a ofp]･eviol】.SPaper,and tllC

tllC【!reticalc()ntentsofp,p′-1jrjrrin5% DJ)T

spraysdcalc-1latcdfromthevalues(碓 tJ3C･5cctmd

columllareSllOWninthethil一一dcolllmn.-Theresul紬

へ1叩1thea7.,｡vcpr?cedtl】恐 forthe･<eLqPmyl"are
shf)wllintllebtll column.Thevaluesoftile8ttl

colulnnarethedaはwhich二心erCdetermil〕edhv
th｡officialmet的dofDepFLrtmCntOfWclf1,ire

ofJapan,

Ahnvealle叩erimentswc]･eperfo油cd l】y

u如 gri,I?,9/T)TjTsprayLq,1)uti一一亡恥eOFm一･itluS
cnntentsDr)T sprayLqthih<pr()Cdul-e mayl〕e

叩Plieal〕1昌withsomemodifieaticm'

73.3

綜 訣

.忙echanism of･hltOXicationofNicotilleillSeCtiej(les.Ⅰ.Pl･OhlemSOf]111SeCbt,oエト

cology,班.ScirokuSA7C4lBotylEKagalnL16:51,ユ耶王

9･ニコチン剤の毒作用機構Ⅰ 昆虫毒物学の瀦問題 ⅠⅠ. 狩 非 挿 六

緒 論

ニコチソ剤は除虫勢,ヂ1)ス等の植物性起据枚塊剤

と典に,新有機合成殺虫剤の出現に拘らず,澄肇とし

て粟野な地位を占めているOエコチッの代用覇はドイ

ツのSeh柑der(73)によって TEPP.HETP が

掩見割 もた｡しかし,この Tr:PP準の有機浄燐殺虫

剤は優秀な代用魂であるが,人体及び南軍動物に珂す

る蒋甑 ';un水分俳等の滋で舘敏糾しなければならない

問題が濁っている｡

鯉革のアルガ1才イド軌 磯基として頚感 な 屯のほ

5お


